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第1キ　ャ　ン　プの朝

･････-1月14日より鹿島槍天狗畢棟にテントを張って一週間　天候に恵まれず､ ･,･･･････

･････････撤収の朝わずかにPiI;･れたが又すぐ手前の尾根もガスにかくれた. ･････････

大　町　山　岳　博　物　館
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北

昨年の3月富士山吉田口五合目

の佐藤小畳に泊ったときのことだ

が､小屋のおばさんの話で.先頃

40何才たかの人が泊ったので　こ

れがこのシーズンの最高合着だと

思っていたちもう一枚上手が来た

との事だった｡なるほど冬山をめ

ざして登ってくる者の中でま高令

の部に入るだろう｡私も今年はち

ょうど満60才になる｡本誌の編集

係から何か随想風に北アを想うこ

とを書くようにとの御依頼を受け

て､自分の年令をあらためて考え

直した次第である｡実はまだそん

な年だとは思わずに植物をあさり

ながら山歩きをしていたのだった

が｡

私はまだ自分にも記憶のない物
心のつかなかった頃に､人の晋に

ア　を　想　う

田　辺　和　雄

おぶきって箱根の双子山に登ったそうである｡みずから

の足で登った山らしい山は､小学校五年のとき､亡くな

った父につれられて妙義山に登ったことである｡父は旅

行と植木が好きであったから､今日の私をかくあらしめ

たのも､その影響であったかもしれない｡その後中学二年

のとき､単身で-といっても案国人をやとったが-

浅間山に登った｡私の心は年とともに山にひかれ､そ

れからは四季を通じて機会あることに山に出かけて今日

に至った｡双子山のときから数えると､私の山歴は五十

数年になる｡もちろん私よりも古い山の先雑で今もなお

山に登っている人もたくさんあるが､それにしても私の

若かったときの北アの想い出だなしは､今の和､人たち

からはある程度の品まなしとして聞いてもらえるであろ

うから､ここに二三の経験談を述べてみよう｡

大正7年7月､当時中学4年生だった私ははじめて北
アに登った｡それは｢山岳｣の記事や誰やらの書いた本

を読んで夏でもたくさんの雪渓のきざみこまれている

山に憧れたからであった｡ -学期の試験がすむのももど

かしいように､通学用のカバンと袋状に縫った布の背負

い袋とに富士登山と同じ程宴の用具や食糧を詰めて､着

莫座に金剛杖といったいで立ちで申房温泉にたどり馨い

た｡そして現在の百瀬孝氏の御尊父であったろうと思わ

れる御主人に燕岳一槍ヶ岳一上高地一高々という希望の

日程について相談に乗ってもらった｡ ｢とてもあなた一

人で行かれるような山ではない｡案内人を有明村から呼

んであげるから､それまでここに泊っておいでなさい｣

とのことで早速その手配をしてくれた｡ここでやはり

単身で登山を計画してやって来た小池新二君(現千葉大

教授)と偶然にもいっしょになり二人で一緒に行くこと

にした.翌日畠山善作という猟師仲間でのベテランがき

遠　見　尾　根　よ　り　鹿　島　捨

て､この人に案内を頼むことになったo

中房を出て第-日の泊り場は二ノ俣小屋が定石だっ

た｡京天井岳の南東方にあった無人の猟師小屋だったか

ら､鍋ややかんや毛布などいろいろなものを持ってゆ

かなければならないので善作の荷物はかなり重かっ

だ｡次の日は-ノ侯に下り中山を越えて二ノ侯から槍沢

の本流に出て､その年にできたばかりの槍沢小屋泊｡第

三日は未明に出発して槍ヶ岳を往復して上高地泊｡その

頃の上高地には旅館は草分けの清水屋(今の温泉ホテル

の向って左側の建物の位置にあった)と五千尺とだけ｡

次の日は暁岳往復に一日がかり､大正池の湖面は現在

よりもずつと広く､噴火後三年しかたっていなかったか

ら､水の中には枯木が一面に立っていて､ところによっ

てば営林をなしていた｡そして帰りは徳本陣を越えるの

か唯一の路といったようなことだったo

この旅行で最も印象に残っているのは､燕岳から眺め

た高瀬川の奥の残雪にきらめく山々であった｡今見掴ま

格別な感概を覚えるという程のものではあるまいが､こ

ういう蚊色は写真でもあまり紹介さjしていなかった時代

だったから､実に慧外なものを見たという興奮にひたっ

た｡それともうーっお花畠の美しいことにも目をみはっ

た｡燕面から大天井岳に続く尾根にはコマクサがたくさ

んあって､折からあの愛らしいきれいな花をふんだんに

見なから夢いた｡今日では一本でも二本でも花の咲く株

に出会えば幸運だと思うほどになってしまったが､元来

コマクサはかなり強い繁殖力があり､生長もさしておそ

い方ではないから､みんなが保護する気掛こなれば昔

の状態にもどすこともあえて困難やまないと思う｡話題
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はちょっとはずれるが､私は一昨々年雪倉岳の一部です

はらしいコマクサの大様の大群落を照形している｡詳し

い位置は言いたくないが､そこでは一株で花茎が七十教

本立っているのがあったし､少しはなれたところから眺

めても､ほんのりと淡紅色の敷物をひろげたように見え

るほど､大した生え方をしていた｡こういう美しいお花

畠を､誰もが荒らすことなく観賞して通れる時代が来な

いものだろうか｡

さて前記の案内人畠山善作について一箪しておきた

い｡彼は親切で実直な好爺であった｡山もよく知ってい

て､霧の中にわずかに顔を現あした小さなピークでもよ

く名前を教えてくれた､彼と別れたのは槍ヶ岳に往復し

て上高地にもどる途中の二ノ侯の合流点であったが､そ

のときに私にこう言った｡ ｢ここから上高地までは路が

よくわかるから､もう案内人はなくてもあなた一人で,心

配はない｡私は山を越えて近道を行けば今日中に有明村

の家へ帰れる｡あなたといっしょに上高地から徳本峠を

越えて松本をまわって帰ると､日当が一日分多くなる

し､宿賃や乗物代も出してもらうことになる｡あなたは

まだ学生だからなるべくお金を使いなさるな｡ここで別

れよう｣ということであった｡このときの日当などは今

はよくおぼえていないが､一円二十銭ぐらいだったろ

う｡そしてそれは村で働いているよりもはるかに副のい

い収入であったらしい｡客と見たらたかろうなどという

気拝がなかったことは､今でも快い思い雄として私の頭

から忘れることがない｡

私の北アの初登山は以上のような次第であったが､そ

れから八年後の大正十五年三月､秋雪期の鹿島槍の初登

頂に成功した｡これも私にとってはかなり大きな想い出

である｡積雪期の北アの登頂はその数年前からポッポッ

成功が報ぜらit､槍･白馬･乗鞍･立山などが逐次登ら

れていった｡しかしその間に大正十二年の松尾峠の遭難

があったので､私も計画はかなり慎重に立てた｡冬山を

志してスキーの練習にとりかかったのが大正九年(飯山

で､レルヒ中佐直伝と称する人から､一一本杖を使っての

コーチを受けた)ピッケルとアイゼンを使い始めたのは

大正十一年｡そして大正十四年の三月に友人二名(石原

厳､放塩川三千勝)と毘島槍を目標として､廉島部落の

狩野久太郎氏方を根拠地として日帰り往復を企てた｡ま

だ輯地法という手段が取り入れられていなかった時代で

あったから､強行往復以外には手がなかったのである.､

この年はコースの偵察に終始した｡まず要路のある冷

沢に入って見たが､われわれの見た結果と麗島の人たち

の話とをもとにして､この沢は雪崩の危険ありと判断し

て､爺ケ岳の東尾根を迂廻することにした｡こっちのコ

ースは距離が長くなるはかりでなく､最初の取り付きが

急斜面の密林でスキーが使えないという不利がある｡ま

た1950mあたりのところにヤ七尾板があることが夏の偵

察でわかっていたので､冬はここがどうなっているかと

思う不安もあった｡しかし現場を踏んでみて､この不安

は解消された｡そこはナイフリ　ヅヂになっていて､小さな

雪庇が左右交互にできているくらいで､ザイルも妻らな

テン　ダルマの大議薄

いほどのものであった｡雪の状態のかなり良いときに､全

コースをワカソで歩いて､鹿島部落から爺ケ岳への往復

が十時間余りでできた｡これで時間さえかければ鹿島槍

の頂上に立つことができるという見通しができたが､そ

の間に日数を食ってしまったので､これだけで引上げた｡

翌十五年三月に､同じ顔ぶれでパーティーを組み､天

候の良くない日には途中までのラッセルをしたり､ 176

6.9mの三角点のある屋板の一角に雪洞を構築しておい

たりして､晴天の日に往復十九時間の頑張りをして､つ

いに三月三十日に目的を逢した｡私が帰りにパテなけれ

ば､もう三時間ぐらいは短縮されたかと思う｡

このとき頂上に立った感激もさることながら､未明の

三時間半に出発をして､ 1766. 9mの三角点の雪洞で食事

をしながら(明け方はかなり風が強くて飛雪に悩まされ

たが､雪洞が大いに物を言った)鹿島槍の荘厳植わまり

ないモルゲンロートを仰ぎ見たことも､爺ケ岳から先の

主稜を伝いながら絶えず立山避百品こ相対し､殊に午后の

日射して刻々に山のひだの陰影の変化してゆく有様を眺

めることができたのも　忘れられないよろこびであった｡

なお登頂の翌日大町にもどって電車の時間待ちをして

いたら､どこから話を聞いたものか､駅の売店のおやじ

がわれわれの行動をかぎつけて､新聞の通信員だか記者

たかを呼びに行った気配が見えた｡それではというので

こちらはこっそりと駅の近くのそば屋に身を潜め時間ぎ

りぎりに馳け付けて､飛び乗らんばかりに竃車の中へ逃

げこんだ｡私たちはその頃ひどくジャーナリズムを毛嫌

いしていたのであった｡この一件はこれもわれわれの山

仲間の深田久弥君が面白がって､最近もある記事の中に

書いているが､それによると私が便所-かくれたとして

あるが､これは誤報であって､お金を払ってそばを食べ

ていたのであった｡

以上のほかにも北アでの想い出の種はいろいろある

が､それはまだそんなに時代のコケがついていない｡今

日この頃の話でも十年二十年の後になれば､もとはそん

なこともあったのかという話のたねにもなるだろう｡私

も慾はってもつともつと丈夫で山歩きをしたいと考えて

いるから､ ｢山と博物館｣の発刊2 0周年記念号でも企

画されるときに､また何か書かせて頂くことにしまう｡

(早稲田大学講師)
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冬山　鹿島槍天狗尾根

･････････装備を中心にして････････武田睦男

毎年のことであるが､いつもそわそわLt,むの落つか

ない時期､それが冬山の山行のある約2ケ月位前からい

よいよ出発するという､そのときまでなのである0 le月

定例会で今期冬山の目的地が決って以来1明に入って

からようやく計画が活発になって各任動旦当省の目が

異様に輝いてくる｡すでに過去二回にわたる装備また

今回も装備係になったので過去の計画などと比かくして

の準備から登山までのことを気の付いたまゝに書いてみ

たいと思う｡大町山の会も発足以来3年､年が変る毎に
一段と充実して来た､それだけに今回の冬山が非常に期

待されたものであるoそして装鵬の点についてもそのこ

とが如実に現われてきている｡例えば個人装備に入るべ

き､アイゼン､ -ヅらライト､テルモス､保靴泊･･････

等が昨年までは団体装偶として扱わざるを得なかった｡

それ程に各人の装備がなかったのであるoだから今年は

昨年までのように調達のために飛び歩くということがな

かったから計画もスムースに運ばれていった､しかしい

ちばん苦労したのはテントとかエア一･マット､ザイルな

どである｡テントは最初は18名の参加者だったので最後

の-張を苦労して捜していたのたったが出発前に急に参

加者が13名(うち2名は2日間のみ)に減ったためがつ

かりしたり､ほっとしたりだった○緒周テントは3張り

で間に合った｡またェア一･マットも足りないものの~つ

であったが方々から借り集めて､出発のときには計画し

た枚数より多くなってしまったが多くなったものも､持

っていったので山では穴をあけたりしたものもあって有

効に使うことが出来た｡またザイルは山の会の物を(5

衣)全部用憲したのだがまだ足りなくて山でま行動にさ

しさわりのあったことは否定出来ない事実であった｡昨

年は網斗の不足で因ったので今年は充分の余裕をみて計

算をした｡昨年初めて使って非常に好評であった､プロ
パンガスも最初の計画では使う予定であったが隊員の変

動で使用を断念しなければならなかった｡こゝでプロパ

ンの長短を書くと次のようなものである｡ます長所は取

扱いが簡単である｡ ･猷こ火に気を配らなくてもよいから

テント内の保温には石油コンロよりよい｡また短所とし

ては容器が非常に重いことである｡今こゝで特に書いた

のは今後容器が軽くなるように工夫されたら非常に使用

価値が大きくなるからだ､もちろん石油コソロと餅用し

てゞあるが-｡使用量は1･5kg-2日である｡ 1明も終

りに近くなると社会がそうであるように我々にももう~

っの正月の冬山､船客尾根などの出発もひかえてあわた

ゞしぎはひとしおだった｡そして正月の冬山も終ると天

狗毘根の準僻も最後で隊員全員が食糧､劉毒の購入及び

梱抱と目の廻るような急がしさであった｡そんなうちで

も運搬計画も立てなければならなかった0 1月14日いよ

かのよ　　　第1クーロアールを行く隊員

うであ

った｡第1日日融,わぬ好天にB･Hまでの予定であっ

たのか標高1.400米位のブナ林の中に約半分の荷をデポ

することが出来たo B･Hに帰ってくる隊員たちの顔も

明日のCl建設の確信に講iちた衰晴でいっぱいだ｡ 2日

目は天気も下り坂になってきたようだが行動には影翫ミ

なかった､ Cl建設と同時にデポしてあった荷も全部Cl

に上げることも出来たoまるラツセ両家は第一クーロア

_ル下までラッセルを終り､全員がClに入りカでボコ

型テントの中で最初のカレーライスを味わった〇第3日

目､天気も悪くなって来たけれどCl建設に向ったoラ

ッセル隊が出発してから30分位後に本隊が出発した･ま

だ外聞旨く-ヅトライトの光たけがあたりを明るくし

ていた｡第-クーロアールの下で明るくなるのを待って

いたラッセル隊といっしょになり登ったoこゝで我々の

感違いから第1 ･第2クーロアールの間にテントを張っ

た｡しかしこれが我々には結果的によかったのた｡ CH

に入ってから丸2日天気も大霜油こ荒れてその後も陽を

見ることが出来なかった○そして最大の努力をしたにも

かゝわらず､つい:こ下山せざるを得なかった｡いちばん

痛切に感じたことは行動ザイルの不足と天候の悪いこと

だった｡　　　　　　　　(大町山の会)
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木花　最も美しい寒気の造形､そ.掠ま一夜

にして咲いた木花であろう｡木花は樹霜とも

呼ばれ過飽和の水蒸気が樹枝などに昇華して

(霧にならず直接譜品して)できるものであ

り､針状､板状､樹枝状などさまざまな結晶で

ある｡雪の結晶の場合と同様針状のものは比

較的高温でできるが､板状､樹枝状のものは低

温でなければできないといわれる｡樹霜は盆

地や山髄で冬の晴れた夜､碩射による冷却の

ひどい時できるものであり､霜の出来方と同

じであるが､霜よりも高い所まで多量につくo

弱い風があると風上側により多くつくもので

ある.樹木の枝についた閏霜が朝の陽光に輝

きながら桜の花びらのように散り落ちる様は

はかなく美しい｡木花は水蒸気の昇華したも

のであるから次にのべる樹氷とは異なり霧と

博　　物　　館　　　　　　　　　　第3種郵便物認可　⑤

の　造　形

海　　川　　庄

の関係はない｡穏霜(木花)､閏氷(花ポロ､モ

ンスター) ､粗氷を総指して霧氷と呼ぶので

あるが､木花だけは霧氷と呼ぶのはあまり適

当でない｡一般に木花の発生するのは軽めて特殊な案件

であり､寒気が厳しく稿や周囲の気温が零下教唆以下に

下っており､無風又は微風の平静な環境においてである｡

穏氷　冬山で最も親しまれるものに樹氷がある｡これ

は樹霜のような完全な結晶ではなく､繊維状の櫨造をも

遠見尾根の溺氷(遼轢好一-氏)
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リンゴの枝についたシダ状結晶の木罷

った歯ブラシ状の氷片から成っており､過冷却の霧の粒

が地物に吹きつけられて直ちに氷りついたものである｡

風上0時こ多量につき､外面には樹霜がついていることが

多い｡樹氷の出来るのは-5cc以下であるといわれる｡

樹氷の発達聞え風速の大きいことが条件である｡冬山で

見かける樹枝に歯ブラシ状についた樹氷は花ポロとも呼

はられるものであり､霧氷の一般的なものである｡樹冠を

すっかり被ういわゆるモンスヌーと呼ばれるものは過冷

却した水滴と雪がまじったものが座めて低温のもとで烈

しい′勘こよって樹木に衝突し氷著したものである｡蔵王

山は樹氷で有名になった山である｡その奇怪な樹氷群は

いわゆるモンスター(氷のお化け)である｡一般に裏日

本のLLlでは冬の聞､大陸の高気圧から吹き出して日本海

の水蒸気を多量に含んで来る湿った季節風が吹きつける

のでまとんど毎日樹氷がつく｡樹氷は次第に発達し､積

雪を抜いて立つシラビリやオオシラビリはすつかり氷に

固められる｡樹氷に固められた樹木は冬の厳風に直接そ

の肌をちらさないですむので､樹木は樹雪と共に植物の

防寒具として役立つものとみられる｡花ポロも樹氷であ

るが､今日一般的には樹氷ということばは針葉樹がモン

スターに変ったものを指すようになった｡

雷撃　オーバーの袖におりた雪の結晶の美しきにみと

れたことがあるだろう｡昔から雪の結晶のことは雷撃と

呼は訂､日本では下総古河の藩主であった土井利位(17

89-1848)が拡大鏡により観察してスケッチした図を著

書として発表した｡有名な｢雷撃図説｣ ｢続雷撃図説｣

である｡この書は当時の科学書としては実に立派なもの
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とされている｡雪の結晶は六華と呼ばれる星形のものだ

けには限らない｡針状のものや鼓形のものなどいろいろ

である｡針状結晶は-05C一一(iOcくらいの比較的高温

の際生成されるという｡雪は揮ってくる時､結晶が一つ
一つばらばらになって降る場合と､いくつかの結晶が付

着して雪片をつくって降る場合がある｡雪片は雪が降っ

て来る途中で集ったものであり､比較的気温の高いとき

見られ､一般にはぼたん雪と呼ばれている｡雪華は時がた

つと､とけたり昇華して形が変化してしまう｡雪華の標

本などは低温室を作って管理しない限り保有できない｡

そこで我々は顕微鏡写真に収めたり､スケッチしたりす

るのであるが､ここに比較的手軽に誰にでも出来る雪輩

珪化木　Silicified

の形の保存法がある｡それはビニール塗料を使って雷撃

の形を写し取り｢レプリカ｣ (同体)として依存する方

法である｡薬局-行って家具などの艶出しに使うメタラ

米ク液とそれを薄めるシシナを買って来る｡マッチの軸

をちょっとなめて､これを雪の花にふれさせると花がつ

いて来るからそれを小型のガラス板の上にのせ､つま揚

子の先にメタラック液を少しつけて､花につけるoこの

まゝ放置すると雪準は蒸発し､雪輩型のビニール膜が残

り､ ｢雪のレプリカ｣ができる｡気温が高いと雪の花が

とけてしまうから零下数度以下の時をえらんでやらねは

ならぬ｡樹霜や樹氷もメタラブク液を塗っておけばその

形を残すことができる｡　　　　　(山階学芸員)

wood

-顕微鏡による岩石薄片の観察-(1)-

太　田　昌　秀

写真は十字ニコルを通してみた珪化木の組織である｡

(20倍)この写真は幹に直角な面で切ってあるから黒い

すじの方向が木目の方向に当るわけだ｡この大きい玉

(Qtと蕾いてある部分)には放射状の石英が細粒に充瑛

珪　化　木　　　×200rossodnicol

しており､これはコロイドシリカ(SiO2)の沈澱結果ら

しいということだ､石炭組織学の本などでは､よくこの

シリカが高温型であることがあると書いてあるが､この

場合は全くのα一石英である｡

SiOgには大分けして3つのグル

ープがありその各々が2つに分けら

れる｡高温(1200oC以上)ではCr

-yBtObaliteクリストバライト(α及

びβ､中温(12000 C～700cc)では

T▼i址miteトリデイマイト(α ･ l)､

低温(700cc以下)ではOuarty石英

(α･l)となる｡これらはそれぞ

れ少しずつ興った格子恒数をもって

いるのでⅩ線で容易に見わけること

ができる｡このサンプルについて､

ノレルコで粉末法を用いて測定した

結果はa石英のみであった､このこ

とは､このコロイドシリカの沈澱結

晶のできる条件がかなり低温であっ

たことを示している｡とに角3千万

年前の被子植物の組織も化石の中に

このように見事に残っている｡

(筆者は北海道大学理学部)

◆地学害紹介◆

∴宇　宙　と　基:::畑中武夫著　岩波新書¥100
とても物語風の楽しい文章で現代天文学の最新の話題を話してくれます｡星の名前を憶えたり､それにまつわる神

話､ (岩波文庫･ギリシャ神話･野上弥生子訳)を聞くのも楽しいでしょうが､現代天文学の基の一生の物語は神話

よりもつともつと空想のような素晴らしい感じを私達の心に呼び起します｡ちようど宮沢賢治の宇宙列車(銀河急行)
のような世界をもつと確かな姿で描いてみせてくれます｡星の沢山美しく輝く山国ではこんな話が人の心に食い込む

のではないでしょうか｡(太田呂秀)

最近の科学書のなかからポピュラーなものだけをえらんで､こんご毎号この紙上において紹介していきます｡
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温泉中に生育するシロゴケ
平　林　昭　一　郎

大町市内葛温鮒付近の樹木に着生するコケを調べよう

と思い､昭和30年12月29日から1月2日の年末年始の体

を利用してでかけた｡毎年の例として今頃になると
60cm位の積雪量は普通だが､この年に限って珍らしく日

陰に僅かみられるほどで､パスも温泉口まで行き全く玄

関碗すげだった｡年末のためか､いつもにぎやかな温泉
は人影が少く静まりかえっており､高瀬川の水音が一段

と高く聞える｡新館の蛾を通り自炊専問の｢五輪の湯｣
-行く｡顔なじみのおばさんにお願いし部屋へ案内して

もらう｡

午后2時頃下見のため｢五輪の湯｣の踊りを歩く｡並

木道のサクラの老軸こはチヂレキンモウゴケ､ムクムク

ナナダゴケが多く､その下の土上には小さなシロゴケの

銀白色がみえる｡晋たくさん生育していたヒカリゴケの

岩穴は､荒れ放たいで今は全く面影もない｡ブナの朽木上
には､チリメンゴケやクチキノクサゴケが､おわんを伏

せたように着生しており隷黄色が鰹かた｡崖の崩れたそ
の土上にはヒロ-タチゴナ､ナミガクタチゴナ､コスギ

ゴケが子器をつけ生育しており､ -ミズゴケ､スナゴ

ケ､コソボゴケなどもみられる｡少し湿った日陰にはジ

ヤゴナ､ヒメシャコケの苔類が所せましと一面に生え､

すぐ側の小川の水中にはシミズゴケが浮いている｡予想
以上に豊富だ｡
温泉に着いて3日目の13日は､朝から降りそうな天候

で何となく陰気だ｡午前中は｢仙人岩｣まで足をのは
す｡午后になるとますますあたりが暗くなる｡雪か､そ
れとも雨か｡天候を気にしなから｢五輪の湯｣の東側を
歩く｡約50mシ畠こ野天風呂で有名な｢金冠の湯｣があ
る｡自然石の浴槽で高瀬川の清流を眺め､ミソサザイの

美声を聞きながなつかっていると全く天下泰平だ｡この
地点は海抜878m､鬼質は単純炭酸泉で温度は43｡Cあ
り､約150m四方の法元より鉄管で引湯してきている｡そ

シジウカヲ長沢修介
何処に行っても白一色の世界になり今迄にあんなに賑

かたった森も今は静まりかえっている｡そんな森にさび
しそうに枝わたりしているのかこの鳥の群である｡この

烏はカラ類と呼ばれるヒガラ､ヤマガラ､キクイタダキ等

と混群を作って雑木林や神社､森などに冬期間を生活す
ることが多い｡群を見ているといつも先頭を切って歩い
ているのがシゾウカラであり又何か危険がせまったり怪
しいものが近付くと｢ツツピン､カラカラ｣と大声を出

して仲間に合図するのも大体この鳥である｡この混軍師こ
は一定の行動範囲と行動するルートがあり常にそれを巡
りあるいているのであるがこの行動縄閏から一番遠出す
るのもこの鳥の様だ｡頭の黒色と南棟の白､咽喉から腹

にかけての黒い帯が良く目立ち他の穣類との区別点にも

なる｡行動は活発で一刻もじっとしていない｡枝から幹､

幹から地上､栗は梢に逆にぶら下って食物をあさってい
る｡

食物は森林に有害なマツケムシ､シヤクトリガ類の卵

や幼虫が主食で松の種子なども啄む｡三月頃から雑は分

散し繁殖期に入る｡巣は筒の洞､石垣や人家の空隙など

の鉄管が｢金誼の湯｣の西方約15m地点のつき目から湯

を噴き出し､あたりは湯気でもうもうとしている｡鉄筒

のすぐ下は土が掘れ直径1m､深さ20cmの池ができ溢

れ出た湯は小川となって高潮川-注いでいる｡側の小道

を下ってくるとこの湯池に気がつき､道端へ腰を下した

ばこをふかしなが5-漸く眺めていると池の底の隅で何か

ひらひらしているのか目につく｡アオミドロか､草の根

か○小枝を拾って中をかき廻すと淡黒い土が浮び上る｡泡
の外-出しよくみると木の葉と摘草がからみ合い､その

中へ泥が入り込み海苔(のののように薄く囲っている｡
きつそく水で洗いほぐしていくと､意外にもシロゴケが

現れてきた｡普通種に比べ植物体が小さく､徒長してい

て先端が陸か青白く後は淡褐色で､一見してシロゴケと

は,母たれないほどだ｡温度計で湯池の温度が38.5｡ Cと

わかり驚く｡すぐ野幌へ細く記録する｡このようにコケ

が約40oc近い温泉中に生育していたことは非常に珍ら

しく､今までの記録として東京都渡辺良家氏によりラシ
ョウ-リガネゴケ､チャボサワゴケが38｡Cの那須三斗

小屋温泉中で､カウキシゴケが福島市外上潮品泉の40｡
Cの中で発見されている｡また鳥取大学越智審美氏は関､

燕温泉でカワギシゴケが生育していたことや､シマバラ
ミズゴケが硫黄泉の流れに生えていたことなどがそれぞ
れ発表されているし渡辺良家:〝　鰭苔地衣雑報〟 No.13)

がシロゴケの発見は始めての記録である｡もともとこの
コケは陸上性でキンゴケ､シロガネゴケともいわれ植物

体は淡緑色で乾けば銀白色にみえる｡大きさは1.5-2.5
cm位で大変もろく折れやすい｡庭先､道端等の土上､

石垣上､樹木上牧び屋根上で多くみられる最も普通のコ
ケで世界中に広く分布している｡
心配した天候もIl;I.日から快復し､思わぬコケの発見に

すっかり気分をよくして或る2日間を有効に使い3日夕
方家-帰った｡　　　　　　　　　　(山博学芸員)

を利用するが人工巣箱も良く利用する｡主として苔を用
いた巣を作り塵

睦には動物の羽

毛や人の頭の毛
なども敷く｡卵
は白色の地に小

斑のある小型の
美しいもので7
個から12倍産
むo

又この鳥は縁
起をかつぐ人や
商売には嫌れ
る｡それは鳴声
の｢ツヅピン､

カラカラ｣とい

うのがシジウカ
ラという名前に

なった様にそれ

は｢始終空っぽ｣

の意味に通じる

のだそうだ｡
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雪に遊ぶ友の
雪まつり　2月7日｡鷹狩山で友の会の富まつりが行な

われた｡この日集ったよい子たちは却名､クルーフに別
れてグルー(雪部屋)作り､動物作り､雪合戦などを行
い雪の中で楽しい一日を過した｡
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オオハクチョウ　羽田健三

この写真は昭和35年1月24日､島根県の宍道湖

(しんじこ)でとったものです｡ここは禁猟区に

なっていて鉄砲をうつことができません｡このよ

うにオオ-クチョウがいる湖には新潟県の瓢湖

(ひようこ)などがあります｡そもそも瓢湖に来
るようになったのは最近でたまたま迷って飛んで

きたオオ-クチョウに餌などあたえて保護したた

めそれから毎年来るようになったのです｡しかし

この頃の新聞で-クチョウを銃で撃って食べてし

まったりしたことが載っておりました｡残念なこ

とです｡保護さえすればこんなに近くまで(写真
の子供とオオ-クチョウを見て下さい)寄ってく

るのです｡　　　　　　(信大誇師)

会報各地より集る
当博物館の山岳図書室充実計画の一環として行なわれ

ている山岳団体機関紙収集に当っては全国各地の団体の

御協力が得られ､現在下記の団体から会報がとどけられ
ております｡ここに紙上を借りて厚く御礼申し上げると

共に一層の御援助をお願いいたします｡

楼閣紙を畠賭された団体1カツコ内は誌名)

山岳同志会(同志) ､泉州山岳会(葛城)､わらじの

仲間(わらじ) ､苫小牧山岳会(風不死) ､東京アルコ

ウ会(会報)､山小屋クラブ(椅火)､紫岳会(紫岳)

佐賀大学山岳部(会報) ､雪採山岳会(会報) ､愛緩大

学山岳会(愛大山岳) ､独棟登商会(年報独楔) ､立石

敏雄氏(九州の山他) ､しんつくし山岳会(山径) ､東

お願い　本続の購読ご希望の方は1カ年購読料17

0円(郵送料とも)を現金書留または郵便審為､

郵便切手で長野県大町高､大町山岳博物館あてご

送金下さい｡　　　　　　大町山岳博物館

スキー会　友の会冬の行事の一つとして期待されてい

たスキー会は､学校の塞休みを利用して2月3日大町ス
キー場で行なわれた｡参加会員は49名､好天に恵まれ少
しの剖反もなく全員元気にスキーを楽しんだ｡

磐詣議書緩..f 

ll.i雪貯 �� 崩��X�����宛ﾂ�

:_.'jI ��∴∴ ��･一 

■I 

京北稜山岳会(稜友) ､落葉松山岳会(からまつ) ､谷
の影山岳会(REPORT) ､菓斐山岳会(東斐月報)

東京都庁山岳部(部報)､千葉大学医学部山岳部(部報)
京都山岳会(京都山岳) ､亀田与三次(白山) ､氷稜山

岳会(氷稜) ､広島山稜会(峠)､老らく山岳会(通信)

奥多層山岳会(奥多摩･レポート)

○お知　ら　せ
大町山の会では〝新人,,を募集しております｡ 23才未

満の男女で山に情熱を持っている人と云う条件がついて

おります｡申込は大町市北福島商店､山岳博物館､松川

村武田パン店の3ヶ所です｡なお入会金は200円だそう
です｡期間は3月20日までです｡

山と博物館　第5巻第2号1960年2月25日発行

発　行　所　長野県大町市TEL(大町)211
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